
３ 研究構想図 

学校経営の基本方針 

「人間関係を深め主体的に行動できる児童の育成」を 

研究主題とした２年間の研究の成果を着実に定着させる１年に！ 

 

～社会的要請～                  ～児童の実態～ 

社会や経済のグローバル化に伴い、         外国語に興味・関心をもって取り組ん

社会で活躍できる人材が望まれる。         でおり技能面で、のびしろがある。 

 

～教師の願い～                  ～地域・保護者の願い～ 

児童のコミュニケーション能力を          互いに関わり合いながら自分の考えを 

高めたい。                    伝えられるようになってほしい。 

Ｔ１として授業を推進したい。 

 

研究主題 

自分の思いをすすんで表現できる児童の育成 

～外国語活動・外国語を通して～ 

 

 

 

 研究仮説 

  本市レッスンプランを基に、適正に各学年が、外国語活動・外国語を実施し、必然性あ

る題材設定を加味しながら授業を充実させれば、自分の思いをすすんで表現できる児童

を育成することができるであろう。 

 

4 研究の手立て 

【レッスンプランに沿った適切な授業実施】  【授業の進め方の統一化】 

 ・市英語教育推進委員会作成レッスンプ   ・クラスルームイングリッシュ、導入方法 

ランの活用                ALT,ICT の活用、振り返りカードの検討 

【必然性のある題材設定の工夫】       【環境づくり】 

 ・見通しや目的意識をもち、外国語を使   ・楽しい雰囲気を作る英語の掲示や授業で 

  いたくなる授業づくりの工夫        活かせるピクチャーカードの作成 

【英語活動の校内レッスンプランの作成】   【情報共有】 

 ・低学年、特別支援の英語活動の充実に   ・英語教育中核教員による還元研修。 

  向けた授業計画の作成          ・教員同士の意見交換 

 

 

 

 


